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■
日　

時
：
平
成
25
年
7
月
3
日
（
水
）
午
後
6
時
～
7
時
30
分 

■
会　

場
：
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
厚
木　

3
階
相
模
の
間

「
さ
が
み
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
特
区
」の

メ
リ
ッ
ト
と
今
後
の
展
開

第
41
回
例
会

今
回
の
例
会
は
、
県
央
地
域
が
ロ
ボ
ッ
ト
特
区
に
認
定

さ
れ
た
の
を
機
に
、
今
後
ど
の
よ
う
に
特
区
の
メ
リ
ッ
ト

を
実
現
し
て
い
く
か
、
官
・
民
の
協
力
に
よ
り
そ
の
体
制

を
整
え
よ
う
と
考
え
て
実
現
し
た
も
の
で
す
。
そ
し
て
、

神
奈
川
県
の
産
業
振
興
課
長
髙
澤　

幸
夫
氏
を
講
師
に

招
き
、
県
の
取
組
み
と
特
区
の
現
状
を
話
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。こ
の
内
容
は
次
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

こ
の
例
会
の
企
画
・
運
営
は
ロ
ボ
ッ
ト
推
進
委
員
会
で
、

司
会
は
副
委
員
長
の
岡
見　

健
氏
、
ま
た
例
会
の
趣
旨
説

明
を
委
員
長
の
長
谷
川　

康
幸
氏
が
行
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、
各
市
の
担
当
職
員
並
び
に
各
市
の
商
工
会
議
所
の

担
当
者
に
も
お
声
掛
け
を
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。以
下
に
招
待
者
の
リ
ス
ト
を
掲
載
し
ま
す
。

■
招
待
者
リ
ス
ト

厚
木
商
工
会
議
所

	

副
会
頭	

中
村
幹
夫
氏

	

地
域
振
興
課
ブ
ロ
ッ
ク
担
当
課
長	

児
平
博
之
氏

	

地
域
振
興
課
係
長	

石
井
利
直
氏

伊
勢
原
商
工
会

	

会
長			



東
井
克
夫
氏

	

事
務
局
次
長	

宮
川　

薫
氏

座
間
商
工
会

	

会
長	

大
塚
和
光
氏

厚
木
市	

政
策
部
部
長	

霜
島
宏
美
氏

	

政
策
部
次
長	

加
藤
明
夫
氏

	

産
業
振
興
部
部
長	

森
下
俊
春
氏

	

産
業
振
興
部
次
長	

石
塚　

修
氏

	

産
業
振
興
部
振
興
課
長	

松
尾
幸
重
氏

	

秘
書
課	

櫻
井
佳
夫
氏

伊
勢
原
市	

経
済
環
境
部
長	

志
村　

功
氏

海
老
名
市	

経
済
環
境
部
商
工
課
主
事	

三
坂
陽
一
氏

座
間
市	

環
境
経
済
部
商
工
観
光
課
長	

山
中
勝
久
氏

	

商
工
環
境
係
長	

安
部　

到
氏

講
師

　
　

神
奈
川
県
商
工
労
働
局
振
興
課
長　

高
澤
幸
夫
氏

大泉会長

例会司会　岡見理事

懇親会司会　末澤理事

小林厚木市長

開会の言葉　長谷川理事

閉会の言葉　飯田理事
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神奈川版オープンイノベーション

商品化の追求 ⇒ 実用化

共同研究開発､試作･実証実験

実現するための技術の
組み合わせをコーディネート

開発テーマ

地域協議会からニーズを発信
専門

コーディネート
支援

総合

プランニング
支援

【県の支援】■取組の流れ

「公募型実証実験支援事業」

■ 参加によるメリット

○ ものづくり企業
○ 大学・研究機関など
○ 個人

■ 参加者

全国から公募

○ さがみロボット産業特区協議会による
総合的な支援
・ 実証実験場所の手配
・ モニターの手配
・ 関係機関との交渉
・ 技術的な助言指導
・「2013国際ロボット展」内の生活支援ロボット
パビリオンの出展料金割引

重点プロジェクト

案件ごとに「実現プラン」を作成

重点プロジェクトを選定

・ 早期に、県民の目に触れる形での実証実験が可能な案件
・ 実用化で県民生活に大きなインパクトを与えることが期
待される案件

・ 知名度が高く、対外的な発信力に優れた案件

商品化に向けて後押し

特区の今後の展開に向けた土壌づくり

■設定したテーマ

神奈川版オープンイノベーション

介護・医療

移乗介助 ベッドから車椅子への乗り移りをアシスト

移動介助 建物内で障害者の安全・自由な移動をアシスト

排泄介助 寝たきり患者などの排泄をアシスト

夜間巡回 介護施設を巡回し入所者の呼吸等を検知

リハビリ 患者の体型・状態にフィットしリハビリを支援

３つの取組で開発・実証を次々と実現

研究開発・実証実験等の促進

～大企業を中心とした実証を加速し実用化へ直結～

重点プロジェクト

～中小企業の技術を結集したロボットを開発～

オープンイノベーション

～さがみの実証フィールドをめざす競い合い～

全国公募など新たな実証

加速

結集

誘引

さ
が
み
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
特
区
の
区
域
を
見
る
と
、さ
が
み
縦

貫
道
の
開
通
に
よ
り
、企
業
に
と
っ
て
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
が
出

て
き
た
こ
と
。中
小
企
業
に
と
っ
て
、
研
究
開
発
し
た
も
の
の

実
証
実
験
が
や
り
や
す
く
な
っ
た
。

「神奈川版オープンイノベーション」。お金を出してもほし
いというニーズを掘り起こし、それに沿った介護ロボット
を研究開発できるよう支援していく。

「公募型実証実験支援事業」全国から参加者を募る。その
ために「ロボットといえば相模」と言えるようもって行き
たい。

重点プロジェクトを選定して早期に実用化できるように

したい。

知事から発信された10本のテーマ（介護・医療の 5テーマ）

 「
さ
が
み
ロ
ボ
ッ
ト
産
業
特
区
」
の
メ
リッ
ト
と
今
後
の
展
開

講

演
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国に提案した規制緩和・財政措置

【産業集積関連】

・ 農地転用に係る権限移譲
・ 農地転用に係る国の関与の廃止
・ 農林漁業調整に係る基準の明確化

・ 市街化調整区域に工場等が立地する
場合の開発許可基準の緩和

・ 市町村が地区計画を定める場合の
都道府県協議の廃止

農地法
等

計画法
都市
計画法

・ 都市再生区画整理事業の拡充

規制緩和

財政措置

今後も、随時
追加で提案可能

インベスト神奈川２ｎｄステップ＋

【さがみロボット産業特区内などを対象とする支援】

産業集積促進奨励金の創設

不動産取得税の1/2相当額（上限１億円）の
奨励金を交付

対象地域に立地するロボット関連産業等の
企業に対して…

産業集積支援融資制度の拡充

さらに低い融資利率（当初５年間の利率0.9％以内、
６年目以降の利率1.2％以内）を適用

県自らが所管する
環境や土地利用に関する手続を

簡素化・規制緩和

県版特区

環境と産業立地との
調和の観点

さがみ縦貫道路
全面開通の

チャンスを活用

企業が立地しやすい環境づくり

国に提案した規制緩和・財政措置

【研究開発・実証実験等関連】

・ 未承認医療機器の臨床研究への提供に
係る規制緩和 など

・ 超広域帯（ＵＷＢ）無線システムで
利用できる周波数帯等の規制緩和 など

・ 公道実験の制限の緩和

薬事法

電波法

道路
交通法

・ 中小企業等のロボット関連研究開発に
対する各種助成制度の優先適用

規制緩和

財政措置

今後も、随時
追加で提案可能

実証実験のさらなる充実へ

～県の企業誘致施策を拡充～

インベスト神奈川２ｎｄステップ

～県独自の規制緩和で産業集積を促進～

県版特区

実証環境の充実に向けた関連産業の集積促進

産業集積により実証実験の担い手を増加

＋

インベスト神奈川２ｎｄステップ＋

【全県域を対象とする支援】

不動産取得税の不均一課税

共同研究開発助成制度

産業集積支援融資制度

新規雇用者能力開発助成制度

障害者雇用助成制度

税率の1/2を軽減

経費の1/2（最大５億円）を助成

金利1.5％以内（限度額10億円）の融資

など

特区のメリットは規制緩和と財政措置

今後の特区の展開・県版特区
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【県央経営者会事務局】
〒243-0017  厚木市栄町1-16-15  厚木商工会議所 403号  　TEL.046-296-7010　FAX046-206-9110   メール：kenou-k@tanzawa.or.jp

「
第
44
回
例
会
」の
ご
案
内

■
日
　
時
　
平
成
25
年
12
月
9
日（
月
）開
催
予
定

■
場
　
所
　
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
ホ
テ
ル
厚
木
　
2
階
暁 

紅
の
間

■
講
演
者
：
㈱
エ
フ
ア
ン
ド
エ
ム
社
長
　
森
中
一
郎
氏

夏
季
移
動
例
会（
懇
親
旅
行
）今
年
は
日
帰
り
旅
行
開
催
！

■
日　

時
：
平
成
25
年
9
月
1
日（
日
）　

■
会
員
親
睦
委
員
会
委
員
長　

末
澤　

広
子

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
開
所
式
＆

大
泉
会
長
邸
で
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー

■
日　

時
：
平
成
25
年
7
月
13
日（
土
）午
前
9
時
〜
10
時

■
会　

場
：
厚
木
市
上
古
沢　

神
奈
川
電
力
敷
地

当
日
は
晴
天
に
恵
ま
れ
、気
温
も
テ
ン
シ
ョ
ン
も
グ
ン
グ
ン

上
が
る
。今
年
は
趣
向
を
変
え
て
、
都
内
一
日
観
光
を
企
画
し

た
。全
日
空
ホ
テ
ル
で
の
理
事
会
は
思
い
の
外
盛
り
上
が
り
、

天
上
階
で
の
優
美
な
ラ
ン
チ
は
、
時
間
切
れ
の
為
ガ
ツ
ガ
ツ

掻
っ
込
む
事
に
な
る
。

そ
の
後
、
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
屋
形
船
か
ら
眺
め
、
メ
イ
ン
イ

ベ
ン
ト
の
新
歌
舞
伎
座
公
演
へ
。若
い
娘
も
若
く
な
い
娘
も

キ
ャ
ー
と
言
い
そ
う
な
花
形
ス
タ
ー
の
登
場
を
、花
道
の
真
横

で
堪
能
し
た
。皆
さ
ん
、楽
し
ん
で
下
さ
っ
た
と
確
信
。有
難
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

県
央
経
営
者
会
が
発
電

所
の
土
地
の
選
定
か
ら
関

わ
っ
て
き
た
、
県
内
初
の
メ

ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
の
開

所
式
が
7
月
13
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
。当
日
は
、
県
の

吉
川
伸
治
副
知
事
、
小
林

常
良
厚
木
市
長
を
は
じ
め

多
く
の
関
係
者
・
議
員
の

方
々
、
約
150
名
が
お
祝
い
に

駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。来
年
に
は
第
2
期
工
事
が
行

わ
れ
、完
成
す
れ
ば
4
メ
ガ
ワ
ッ
ト
の
大
出
力
と
な
る
。
ま
た

発
電
所
の
周
り
に
千
本
の
桜
の
木
を
植
え
る
予
定
で
、
将
来

は
桜
の
新
名
所
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
の
開
所
式
が
終
わ
っ
た
直
後
、
会

長
邸
で
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ホ
ー
ム

パ
ー
テ
ィ
ー
は
、
昨
年
に
続
き
今
回
で
2
回
目
で
、
会
員
の
顔

ぶ
れ
も
新
顔
が
増
え
、特
に
青
年
会
の
メ
ン
バ
ー
が
大
勢
で
参

加
し
て
パ
ー
テ
ィ
ー
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。

 

事
務
局
便
り

今
年
も
あ
ゆ
祭
大
花
火
大
会
に

多
数
の
会
員
が
参
加

■
日　

時
：
平
成
25
年
8
月
3
日（
土
）

大
泉
会
長
の
川
奈
別
荘
で
Ｂ
Ｂ
Ｑ
大
会

■
日　

時
：
平
成
25
年
8
月
27
日
〜
28
日

今
年
の
あ
ゆ
祭
の
花
火
大
会
に
、会
員
と
そ
の
家
族
・
社
員

の
方
々
が
16
名
も
参
加
さ
れ
ま
し
た
。
い
つ
も
㈱
オ
ー
イ
ズ

ミ
の
協
賛
者
席
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
、次
の
日
に
は
首
が
痛

く
な
る
ほ
ど
上
を
向
き
っ
ぱ
な
し
の
1
時
間
半
で
し
た
。
そ

れ
に
し
て
も
ど
こ
か
ら
こ
ん
な
に
大
勢
の
人
が
出
て
く
る
の

か
、日
本
人
の
花
火
好
き
に
感
心
し
た
次
第
で
す
。

今
年
の
Ｂ
Ｂ
Ｑ
大
会
は

参
加
者
が
少
人
数
で
し
た

が
、か
え
っ
て
ま
と
ま
り
の

あ
る︵
？
︶楽
し
い
会
で
し

た
。今
年
で
4
回
目
に
な

り
、
参
加
者
も
勝
手
知
っ

た
る
会
長
の
別
荘
と
い
う

こ
と
で
、ビ
ュ
ー
テ
ィ
フ
ル

別
荘
ラ
イ
フ
を
満
喫
し
て

い
ま
し
た
。バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

の
食
材
を
用
意
し
、
ほ
と

ん
ど
一
人
で
焼
い
て
い
た
だ
い
た
田
口
さ
ん
始
め
企
画
さ
れ

た
長
谷
川
さ
ん
御
苦
労
さ
ま
で
し
た
。


